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令和5年度 

2級造園施工管理技術検定 

2 次試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

(1) (イ) （1）二脚鳥居（添え木付） 

（2）① 丸太と樹幹部は、杉皮を巻き、しゅろ縄で結束する。 

② 丸太と丸太は、釘打ち鉄線割掛けとする。 

 (ロ) ・厳冬期の寒さや風による乾燥から樹木を保護するため。 

・虫や鳥による食害防止を目的にする。 

・白色は保温と凍霜防止、黒色は遮光目的に使用する。 

・・・等 

(2) (イ) Ａ 上鉢のかき取り 

Ｂ 枝しおり 

Ｃ 仮支柱（振れ止め） 

 (ロ) 鉢土の乾燥防止や根鉢の割れを防ぐため、根巻きを行なう。 

水分供給と消費のバランスをとるため、枝葉の剪除、樹形を乱す不要枝

を除き、枝葉密度を均一にし樹冠を整えるよう整枝・剪定を行なう。 

(3) (イ) Ａ ウ（耕耘） 

Ｂ イ（不陸整正） 

Ｃ エ（植付け） 

Ｄ ア（ローラかけ） 

 (ロ) ・畑土など良質な土壌を葉が半分ぐらい隠れるようにかける。 

・均し板で全般を凹凸がないように均し、目地を塞ぐ。 

・目土がけ後、ローラー等で軽く転圧し、床土と密着させ、乾燥してい

る場合は、適宜灌水する。 

・一週間ほどで目土と芝が馴染んだら、目土の薄い箇所に目土を加え、

均一に均す。 

・・・等 
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 (ハ) ・施肥（元肥、春肥を施す） 

・除草（雑草による生育阻害、病虫害の発生予防） 

※芝の管理で芝刈もあるが、工期が 5 月 31 日となっているので、ここ

では芝刈の時期でないので除外。 

 

【問題 3】 

(1)  ① 緊急用資材などの準備・確保、救急医療品の整備 

② 応急手当、救護法方の訓練 

※「安全管理体制の整備を除く」とあるので、緊急時の連絡体制の構築

と整備は除外。 

(2) (イ) Ａ ア（2） 

Ｂ キ（使用する必要がある） 

Ｃ ケ（フルハーネス型） 

Ｄ コ（胴ベルト型） 

Ｅ イ（3） 

(ロ) ・樹上では、枯れた枝には乗らないように留意し、無理な枝の引き寄せ

や無理な姿勢での作業は行わない。 

・鋸で枝を引くときは、刃を上向きに使用せず下向きに使用する。 

・作業内容、規模に応じた器具を選定し、使用に先立ち必ず点検する。 

・・・等 

(3) (イ) Ａ ア（小型移動式クレーンの運転技能講習を修了した者） 

Ｂ ウ（玉掛け技能講習を修了した者） 

(ロ) ① 旋回範囲内への関係労働者の立ち入りを禁止する。 

② 誘導者を配置し、誘導者の合図に従う。 

③ 運転席を離れる際には、作業装置を地上に下ろし、エンジンを停止

し、ブレーキにより車輌の逸走を防止する。  

(4) (イ) ・保護メガネ(ゴーグル)・・・飛散物から目を護るため保護メガネを使

用させる。 

※保護面、スネ当て、草刈り用エプロン 腕カバー 

・・・等。 

(ロ) Ａ 振動 

Ｂ 上下 

Ｃ 左側 
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総評 
 

【2 次検定の傾向】 

 出題数および出題形式は、昨年同様、施工経験記述、施工管理、安全管理からの

出題でした。 

施工経験記述は、工程管理又は品質管理からの出題でした。問題 2と問題 3は過去

問題、過去問題のアレンジの問題で、難易度としては昨年並みでした。 

 施工管理、安全管理の問題はともに、実務的な内容が問われ、実務経験を生かし

た上での受験対策が求められるようになっていました。今後はこの傾向が強くなる

でしょう。 

 1次検定の知識、選択肢の判断材料としての能力が今後の 2次対策には必要でし

ょう。 

 

【1 次検定の傾向】 

 全体的には過去問題中心で、基本的な知識を押さえ、過去問題の繰り返しの学習

を行なっていれば、十分得点は伸ばせたでしょう。 

 問題 37～40の施工管理法は、一肢ずつ正確に解答できる能力が試される内容で、

解答が絞り難く感じた受験生も多かったのではないでしょうか。難易度的には少し

高くなっていました。 

 


